
はじめに

I-P-TPI2-1000W-6000W 世界をリードする低周波反転技術的ソリューションを採用しています。インバータのこのシリーズは、高変換効率、低消費電力、超耐荷重能力、および大き
な充電電流の利点を有している。ユーザは、AC負荷に応じてスリープモードと通常動作モードに設定することができる。また、ユーザーは、出力優先順位（AC第一または第一DC）を設定し、
出力周波数50Hzまたは60Hzを選択することができます。それは私たちの第二世代のTPIシリーズです。

 

特徴

1.純粋な正弦波出力

2. CPU管理、インテリジェント制御、モジュール設計

3. LCDとLEDディスプレイは、パラメータとインバータ動作状態を表示することができます。

4.ユーザーは、スリープモードまたは通常動作モードで設定した出力優先順位（ACまたはDC第一）を設定することができる。出力周波数（50Hzまたは60Hz）を選択することができる。

5.高変換効率（87％-98％）、低消費電力（1W〜6Wスリープモードの下で）。これは、太陽光発電システム用インバータの最良の選択である

6.インバータはそのような密閉型鉛蓄電池、オープン鉛蓄電池、ゲル電池等の電池の8種類を充電することができます。親切に注意してください。リチウム電池は、関連するパラメータは、工場出荷
時に設定される必要がある、また充電することができる。

7.高充電電力と充電機能を閉じることができる

8インバータこの一連の強力な耐荷重能力および過負荷容量を有している。ピーク電力が定格出力電力の3倍である。例えば、1KWモデルは1HP空調機を駆動することができ、2KWモデル
は2HP空調機を駆動することができ、3KWは3HPコンディショナーを駆動することができます。

9.最新のアメリカの低周波回路設計、ブランドの新しいインポートされた電気材料、純銅トランスを採用し、システムが（通常の使用下での5年以上）非常に安定した長寿命である

10.完全保護（過熱保護低入力電圧保護、高い入力電圧保護、短絡保護、過負荷保護）

11. EMC、LVD、RoHS指令認定承認

12. 2年間の保証と寿命技術支援。

機能 
1. DC / AC変換機能 
それは、（S-ONにボタンをオンパネル）またはスリープモード（パネル上のボタンを「ON」にする）通常の動作モードに設定することができます 

http://www.solarcontroller-inverter.com/products/Output-frequency-50hz-60hz-define-3-times-peak-power-inverter-China.html
http://www.solarcontroller-inverter.com/products/Output-frequency-50hz-60hz-define-3-times-peak-power-inverter-China.html


1.1通常の動作モード（ON）：どんなにそれが接続されていないのAC負荷またはしない   
インバータは、常に直流を交流に変換する。インバータのLCDは、出力電圧が表示されます。通常の動作モードでの電力消費は、スリープモードよりも少し高くなって 
1.2スリープモード（S-ON）に接続された交流負荷の電力は、インバータの定格電力の5％未満であると、インバータからの出力はない。それのLCD 0のみインバータのチップが動作してい
る示しています。インバータの消費電力は1-6Wある。接続された交流負荷の電力が5％以上であれば、インバータは自動的に5秒以内の負荷に電力を供給するためにACをDCに変換する。そ
れのLCDは出力を表示しません。 

2.ハイパワーインテリジェント充電機能 
それは、（詳細は、パラメータをチェックしてください）​​電池の8種類を充電することはできます 
高い充電電力（詳細パラメータをチェックしてください） 
三段充電モード：定電流充電段階（CC）、定電圧充電段階（CV）、ステージ（CF）を充電フロート

注：バッテリタイプが「0」に設定されている場合は、バッテリを充電せず、充電電流が「0」である。充電インジケータが点灯しません。 

3. UPSの機能 
これは、最初の（AC最初の）最初の電池スタンバイモードやバッテリー（DC最初の）ユーティリティスタンバイモードユーティリティとして設定することができます。 

3.1。ユーティリティ最初のバッテリースタンバイUPSモード（パネル上のボタンをオンにする「AC」） 
ユーティリティは、バッテリがインバータに接続されている場合、ユーティリティは、前負荷に電力を供給する。ユーティリティが遮断されると、バッテリは自動的に電源を介して電力を供給し続け
る インバーター。 
手順は以下の通りです： 
ステップ1：ユーティリティが利用可能である場合、それは直接、同時に充電電池で負荷を駆動するLCD AC出力電圧を表示する（パネル上の電池の種類は0であることはできない）。  
ステップ2：商用電源が遮断されると、インバータが5msの内の無停電電源装置を確実にするために自動的に交流電力を直流電力（バッテリー）に変換します。 UPSの機能 
ステップ3：ユーティリティが再び使用可能になると、インバータが自動的に負荷に電力を供給して、ユーティリティに転送されます。そして、ユーティリティは、同時に電源インバータを介してバッ
テリを充電します。 

以下のようにワークフローを参照してください。 

http://www.solarcontroller-inverter.com/products/low-frequency-UPS-TPI2-12V-24V-48V-electronic-inverter.html#.VNMGpfSe65U


3.2。バッテリー最初のユーティリティスタンバイUPSモード（パネル上のボタンに「DC」をオンにする）。

 このモードでは、ユーザーがパネル上に「0」から「バッテリータイプ」を設定する必要がある。ユーティリティは、バッテリーを充電されません。

 ユーティリティとバッテリ、インバータに接続されている場合、バッテリーの意志  

 前負荷に電力を供給する。電池容量がないとき  

 十分に、ユーティリティが自動的に負荷に電力を供給していきます。

 手順は次のとおりです。

 ステップ1：バッテリが十分な電力がある場合には、直接負荷に電力を供給する。

ステップ2：バッテリーは十分なパワーを持っていない場合には、インバータが自動的に負荷に電力を供給して、ユーティリティに転送されます

ステップ3：バッテリが完全に充電された後（などによって 太陽光や風力充電コントローラ）、それは自動的に電源インバータを介して負荷にバッテリ電力供給に転送されます。

以下のようにワークフローを参照してください。

http://www.solarcontroller-inverter.com/products/I-Panda-PC-software-MPPT-solar-charge-controller-Smart-2-series-50A.html#.VNMGzfSe65U


パラメーター


